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語
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目
もく
標
ひょう

話
はな
し言

こと
葉
ば
と日

に
本
ほん
人
じん
の話

はな
すスピードに慣

な
れる。

日
に
本
ほん
語
ご
らしいイントネーションで表

ひょう
現
げん
豊
ゆた
かに

話
はな
す。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のタイプ

初
しょ
級
きゅう
から上

じょう
級
きゅう

クラスの人
にん
数
ずう

何
なん
人
にん
でも

準
じゅん
備
び
するもの

パソコン、プロジェクターまたはモニター、

台
せりふ
詞原

げん
稿
こう

アフレコとはアフター・レコーディングの略
りゃく
で、ド

ラマや映
えい
画
が
の撮

さつ
影
えい
の際

さい
、セリフを同

どう
時
じ
録
ろく
音
おん
しないで、

後
あと
から録

ろく
音
おん
することを言

い
います。アニメの多

おお
くはこの

方
ほう
法
ほう
で録

ろく
音
おん
されていて、キャラクターの口

くち
の動

うご
きに合

あ

わせて台
せりふ
詞を付

つ
けています。

◆活
か つ
動
ど う
の流

な が
れ

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に興

きょう
味
み
のあるビデオまたはマンガを準

じゅん
備
び
して

ください。アフレコをする時
じ
間
かん
は長

なが
すぎず短

みじか
すぎず3～

5分
ふん
ぐらいがいいでしょう。①アフレコする部

ぶ
分
ぶん
を何

なん
回
かい

か声
こえ
入
い
りで学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に見

み
せましょう。この時

とき
、②話

はなし
の内

ない

容
よう
を確

かく
認
にん
しましょう。③クラス内

ない
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
をグループ

に分
わ
けましょう。④誰

だれ
がどの役

やく
の声

こえ
を担

たん
当
とう
するかグル

ープで話
はな
し合

あ
って決

き
めましょう。登

とう
場
じょう
人
じん
物
ぶつ
の数

かず
より学

がく

習
しゅう
者
しゃ
が少

すく
ない場

ば
合
あい
には一

ひと
人
り
二
ふた
役
やく
、三

さん
役
やく
することで対

たい
応
おう

しましょう。⑤まず、一
ひと
人
り
ずつ個

こ
別
べつ
に練

れん
習
しゅう
し、話

はな
すス

ピードに慣
な
れてきたら、⑥グループ全

ぜん
員
いん
で声

こえ
合
あ
わせを

しましょう。そして⑦発
はっ
表
ぴょう
会
かい
を開

ひら
き披

ひ
露
ろう
し合

あ
います。

どんな発
はっ
表
ぴょう
になったかを教

きょう
師
し
だけでなく学

がく
習
しゅう
者
しゃ
同
どう
士
し
でも

評
ひょう
価
か
（映

えい
像
ぞう
に声

こえ
が合

あ
っていたか、表

ひょう
現
げん
豊
ゆた
かな声

こえ
だったか、

聴
ちょう
衆
しゅう
を引

ひ
き込

こ
む魅

み
力
りょく
を感

かん
じたかなど）し合

あ
いましょう。

◆活
か つ
動
ど う
の流

な が
れ

・どの役
やく
を誰

だれ
が担

たん
当
とう
するかなど学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が主

しゅ
体
たい
的
てき
に関

かか
われ

るようにしましょう。そうすることで活
かつ
動
どう
に対

たい
して積

せっ

極
きょく
的
てき
に取

と
り組

く
むようになります。

・「食
た
べちゃう」「食

た
べとく」などの縮

しゅく
約
やく
表
ひょう
現
げん
、「いらっしゃ

る」などの敬
けい
語
ご
表
ひょう
現
げん
、「食

た
べたり飲

の
んだりする」など

の文
ぶん
型
けい
、「出

しゅっ
席
せき
の取

と
り方

かた
（学

がっ
校
こう
生
せい
活
かつ
）」などの日

に
本
ほん
社
しゃ
会
かい

文
ぶん
化
か
に焦

しょう
点
てん
をあてたアフレコ学

がく
習
しゅう
も可

か
能
のう
です。適

てき
宜
ぎ
、

素
そ
材
ざい
を上

じょう
手
ず
に選

えら
んで、挑

ちょう
戦
せん
してみましょう。

・素
そ
材
ざい
が学

がく
習
しゅう
者
しゃ
にとって興

きょう
味
み
を引

ひ
くものであり、学

まな
びた

いものであることが大
たい
切
せつ
です。

・教
きょう
師
し
による素

そ
材
ざい
の内

ない
容
よう
確
かく
認
にん
や学

がく
習
しゅう
者
しゃ
のグループ分

わ
けな

どはクラスの中
なか
で行

おこな
いますが、個

こ
人
じん
でできる発

はつ
話
わ
練
れん
習
しゅう

はクラス外
がい
で行

おこな
うといいでしょう。

　活
かつ
動
どう
の流

なが
れの中

なか
で記

き
したビデオとマンガの例

れい
を以

い
下
か

に紹
しょう
介
かい
します。

◆ビデオ素
そ
材
ざ い
を使

つ か
ったアフレコ例

れ い

　ビデオ素
そ
材
ざい
の例

れい
として学

がく
習
しゅう
用
よう
の映

えい
像
ぞう
素
そ
材
ざい
WEB版

ばん
「エ

リンが挑
ちょう
戦
せん
！にほんごできます。」（以

い
下
か
、WEB「エリ

ン」）※１を使
つか
った例

れい
を紹

しょう
介
かい
しましょう。WEB「エリン」

には映
えい
像
ぞう
を見

み
ながらセリフを付

つ
けたり消

け
したりできる

字
じ
幕
まく
機
き
能
のう
があります。それを使

つか
って効

こう
果
か
的
てき
に練

れん
習
しゅう
しま

しょう。ビデオの長
なが
さが3～5分

ふん
の場

ば
合
あい
、練

れん
習
しゅう
時
じ
間
かん
は1

時
じ
間
かん
程
てい
度
ど
設
もう
けましょう。

動
どう
画
が
再
さい
生
せい
速
そく
度
ど
が遅

おそ
い場

ば
合
あい
はサイト内

ない
のマンガという

タブをクリックして、動
どう
画
が
の代

か
わりにセリフ入

い
りの紙

し

セリフを付
つ
けたり消

け
したりできる字

じ
幕
まく
機
き
能
のう

（WEB「エリン」第
だい
11課

か
基
き
本
ほん
スキットより）

授
じゅ
業
ぎょう
のヒント

テーマ

アフレコにチャレンジしよう
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面
めん

を印
いん

刷
さつ

して使
つか

うといいでしょう。これは、WEBにア

クセスできない環
かん

境
きょう

で練
れん

習
しゅう

するときにも使
つか

えます。

マンガのふき出
だ

し部
ぶ

分
ぶん

ですが、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

歴
れき

が浅
あさ

く、まだ平
ひら

仮
が

名
な

カタカナ程
てい

度
ど

しか読
よ

めない場
ば

合
あい

は「に

ほんご（かな）」表
ひょう

示
じ

に、平
ひら

仮
が

名
な

の学
がく

習
しゅう

もまだ十
じゅう

分
ぶん

でな

い場
ば

合
あい

は「Nihongo(Romaji)」表
ひょう

示
じ

にし、印
いん

刷
さつ

したもの

で練
れん

習
しゅう

するといいでしょう。

◆マンガ素
そ
材
ざ い
を使

つ か
ったアフレコ例

れ い

　マンガアフレコの例
れい

として「アニメ・マンガの日
に

本
ほん

語
ご

」※2を使
つか

った例
れい

を紹
しょう

介
かい

しましょう。マンガのふき出
だ

しをクリックすることでセリフや効
こう

果
か

音
おん

を聞
き

くことが

できます。一
ひと

人
り

ずつ個
こ

別
べつ

に練
れん

習
しゅう

する際
さい

にはネット接
せつ

続
ぞく

できるパソコンで練
れん

習
しゅう

したり、マンガ部
ぶ

分
ぶん

を印
いん

刷
さつ

した

りして練
れん

習
しゅう

するといいでしょう。ビデオのように動
どう

画
が

ではないため、流
なが

れる動
うご

きや発
はつ

話
わ

の際
さい

の間
ま

の取
と

り方
かた

な

ど連
れん

続
ぞく

的
てき

な動
うご

きは出
だ

しにくいのですが、1コマごとの

セリフはシーンに合
あ

っているので、内
ない

容
よう

が理
り

解
かい

しやす

いと思
おも

います。また、「アニメ・マンガの日
に

本
ほん

語
ご

」には

Character Expressionsというコーナーがあり、お年
とし

寄
よ

り、

少
しょう

年
ねん

、侍
さむらい

、大
おお

阪
さか

のおじさんなど色
いろ い々ろ

なキャラクターの

声
こえ

、話
はな

し方
かた

の特
とく

徴
ちょう

などが体
たい

験
けん

できます。アフレコ実
じっ

践
せん

の前
まえ

にその楽
たの

しさを感
かん

じさせ動
どう

機
き

付
づ

けを高
たか

めるといい

でしょう。

2013年1��月

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：栗

くり
原
はら
　幸

ゆき
則
のり
（関

かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
専
せん
門
もん
員
いん
）

読
どく
者
しゃ
のみなさんからのアイディア、成

せい
功
こう
例
れい
、失

しっ
敗
ぱい
例
れい
などぜひお寄

よ
せください。

◆より日
に
本
ほ ん
語
ご
レベルの高

た か
い学

が く
習
しゅう
者
し ゃ
向
む
けに

　授
じゅ

業
ぎょう

回
かい

数
すう

に余
よ

裕
ゆう

があり、自
じ

力
りき

で台
せりふ

詞作
さく

成
せい

ができる中
ちゅう

級
きゅう

以
い

上
じょう

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

には、ビデオライブラリーとして教
きょう

師
し

がいくつかの動
どう

画
が

素
そ

材
ざい

を用
よう

意
い

しておき、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に自
じ

由
ゆう

に選
えら

ばせるやり方
かた

があります。この場
ば

合
あい

には学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に

台
せりふ

詞作
つく

りをさせ、教
きょう

師
し

はそのチェック、意
い

味
み

内
ない

容
よう

確
かく

認
にん

、イントネーションなど発
はつ

音
おん

指
し

導
どう

を行
おこな

うことになり

ます。

◆アフレコ学
がく
習
しゅう
の効

こう
果
か

・学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にとりアニメやドラマは興
きょう

味
み

を抱
いだ

きやすい素
そ

材
ざい

であること、また色
いろ い々ろ

なキャラクターになりきる

ことができるため、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は楽
たの

しみながら会
かい

話
わ

表
ひょう

現
げん

に親
した

しむことができます。

・何
なん

度
ど

も模
も

倣
ほう

練
れん

習
しゅう

を行
おこな

うため、アクセントやイントネ

ーションなど日
に

本
ほん

人
じん

に近
ちか

い発
はつ

音
おん

ができるようになり

ます。日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

歴
れき

が短
みじか

くとも発
はつ

音
おん

面
めん

、感
かん

情
じょう

表
ひょう

現
げん

に

おいて一
いっ

定
てい

の効
こう

果
か

をあげることができます。

・セリフを覚
おぼ

え流
りゅう

暢
ちょう

に言
い

えることで場
ば

面
めん

に応
おう

じた様
さま ざ々ま

な表
ひょう

現
げん

をタイミングよく発
はつ

話
わ

することが期
き

待
たい

できます。

・このアフレコ学
がく

習
しゅう

は漢
かん

字
じ

が読
よ

めなくても音
おと

を通
とお

して

学
がく

習
しゅう

できる点
てん

で、極
ごく ご々く

初
しょ

級
きゅう

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

から上
じょう

級
きゅう

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

まで十
じゅう

分
ぶん

に教
きょう

材
ざい

として利
り

用
よう

でき、学
がく

習
しゅう

効
こう

果
か

が期
き

待
たい

できます。ぜひ一
いち

度
ど

試
ため

してみてください。

※１WEB版
ばん

「エリンが挑
ちょう

戦
せん

！ にほんごできます。」国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

　http://erin.ne.jp/

※２「アニメ・マンガの日
に

本
ほん

語
ご

」国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

　http://

anime-manga.jp

参
さん

考
こう

資
し

料
りょう

――――――――――――――――――――

塚
つか

本
もと

美
み

恵
え

子
こ

（1995）「私
わたし

の授
じゅ

業
ぎょう

：映
えい

画
が

の吹
ふ

き替
か

え授
じゅ

業
ぎょう

」JACET全
ぜん

国
こく

大
たい

会
かい

要
よう

綱
こう

漢
かん

字
じ

仮
か

名
な

混
ま

じり文
ぶん

の表
ひょう

示
じ

（WEB「エリン」第
だい

11課
か

マンガ部
ぶ

分
ぶん

）

ローマ字
じ

文
ぶん

の表
ひょう

示
じ

（WEB「エリン」第
だい

11課
か

マンガ部
ぶ

分
ぶん

）



　「初
しょ

級
きゅう

」の教
おし

え方
かた

はわかるのだが、その上
うえ

のレベルになると、何
なに

をどうやって教
おし

えれば良
よ

いかわからないという声
こえ

を聞
き

くことがあります。今
こん

回
かい

は、

「中
ちゅう

級
きゅう

」「上
じょう

級
きゅう

」という学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

（レベル）で扱
あつか

う内
ない

容
よう

や教
おし

え方
かた

について考
かんが

えます。

「中
ちゅう
級
きゅう
」「上

じょう
級
きゅう
」とは

　みなさんが教
おし

えている機
き

関
かん

では、学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

（レベル）をどのように分
わ

けていますか。「初
しょ

級
きゅう

」「中
ちゅう

級
きゅう

」「上
じょう

級
きゅう

」という呼
よ

び方
かた

で分
わ

けていますか。あ

るいは別
べつ

の呼
よ

び方
かた

をしているでしょうか。また、それぞれの学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

をどのような観
かん

点
てん

から分
わ

けていますか。国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

では、「JF日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

ス

タンダード」（以
い

下
か

、「JFスタンダード」http://jfstandard.jp/）の開
かい

発
はつ

を行
おこな

っていますが、そこでは、言
げん

語
ご

能
のう

力
りょく

を「何
なに

ができるか」という課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

能
のう

力
りょく

を中
ちゅう

心
しん

に捉
とら

えています。本
ほん

稿
こう

では、このJFスタンダードの観
かん

点
てん

から、「初
しょ

級
きゅう

」段
だん

階
かい

は「基
き

本
ほん

的
てき

、日
にち

常
じょう

的
てき

、個
こ

人
じん

的
てき

、具
ぐ

体
たい

的
てき

」で単
たん

純
じゅん

な課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

ができる基
き

礎
そ

的
てき

な段
だん

階
かい

（JFスタンダードA1、A2）、「中
ちゅう

級
きゅう

」段
だん

階
かい

は、より広
ひろ

い世
せ

界
かい

で、自
じ

立
りつ

的
てき

に、「やや抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

、一
いっ

般
ぱん

的
てき

、公
こう

的
てき

」で、やや複
ふく

雑
ざつ

な課
か

題
だい

を遂
すい

行
こう

していくことが可
か

能
のう

になる段
だん

階
かい

（JFスタンダードB1、B2）、「上
じょう

級
きゅう

」段
だん

階
かい

は「専
せん

門
もん

的
てき

、抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

、複
ふく

雑
ざつ

な」状
じょう

況
きょう

で、複
ふく

雑
ざつ

で時
とき

には困
こん

難
なん

を伴
ともな

う課
か

題
だい

が遂
すい

行
こう

できる段
だん

階
かい

（JFスタンダードB2、C1、C2）を指
さ

すこととします。

「中
ちゅう
級
きゅう
」「上

じょう
級
きゅう
」の授

じゅ
業
ぎょう
で教
おし
えること

　「中
ちゅう

級
きゅう

」「上
じょう

級
きゅう

」の段
だん

階
かい

では、学
がく

習
しゅう

内
ない

容
よう

として、どのようなことを扱
あつか

い、教
おし

えるのでしょうか。たとえば、同
おな

じ「食
しょく

」関
かん

連
れん

の課
か

題
だい

でも、「初
しょ

級
きゅう

」では、

「好
す

きな食
た

べ物
もの

について話
はな

す」「レストランで単
たん

純
じゅん

に料
りょう

理
り

を注
ちゅう

文
もん

する」といった日
にち

常
じょう

的
てき

、あるいは具
ぐ

体
たい

的
てき

で単
たん

純
じゅん

な課
か

題
だい

を達
たっ

成
せい

することが目
もく

標
ひょう

となりますが、

「中
ちゅう

級
きゅう

」では「食
しょく

生
せい

活
かつ

、食
しょく

習
しゅう

慣
かん

について話
はな

す」「レストランで食
た

べられないものを説
せつ

明
めい

して注
ちゅう

文
もん

する」、さらに「上
じょう

級
きゅう

」では、「現
げん

代
だい

社
しゃ

会
かい

と成
せい

人
じん

病
びょう

につい

て話
はな

す」「メニューにないものを交
こう

渉
しょう

してつくってもらう」といった複
ふく

雑
ざつ

な課
か

題
だい

が目
もく

標
ひょう

となります。こうした課
か

題
だい

を遂
すい

行
こう

するために必
ひつ

要
よう

な要
よう

素
そ

について

考
かんが

えてみましょう。

　コミュニケーションに必
ひつ

要
よう

な要
よう

素
そ

は (1)ことばの知
ち

識
しき

、(2)談
だん

話
わ

能
のう

力
りょく

、(3)社
しゃ

会
かい

言
げん

語
ご

能
のう

力
りょく

、(4)ストラテジー能
のう

力
りょく

といった観
かん

点
てん

に分
わ

けて考
かんが

えることができ

ます。

　(1) 「ことばの知
ち

識
しき

」には、発
はつ

音
おん

、文
も

字
じ

、語
ご

彙
い

、文
ぶん

型
けい

、文
ぶん

法
ぽう

規
き

則
そく

などの知
ち

識
しき

が含
ふく

まれます。文
ぶん

型
けい

、文
ぶん

法
ぽう

規
き

則
そく

について考
かんが

えてみましょう。「中
ちゅう

級
きゅう

」以
い

降
こう

の

段
だん

階
かい

では、「初
しょ

級
きゅう

」の段
だん

階
かい

で既
すで

に学
がく

習
しゅう

している文
ぶん

法
ぽう

項
こう

目
もく

を、複
ふく

雑
ざつ

な課
か

題
だい

を達
たっ

成
せい

するために適
てき

切
せつ

に使
つか

い分
わ

けたり組
く

み合
あ

わせたりすることが必
ひつ

要
よう

になります。

たとえば、「大
だい

事
じ

なラブレターを母
はは

親
おや

に読
よ

まれちゃったの」と「母
はは

親
おや

が大
だい

事
じ

なラブレターを読
よ

みました」では、話
はな

し手
て

の気
き

持
も

ちの伝
つた

わり方
かた

がちがいます。

前
ぜん

述
じゅつ

の文
ぶん

では、「母
はは

親
おや

が読
よ

んだ」ではなく「母
はは

親
おや

に読
よ

まれた」、さらに「～ちゃった／～てしまう」「～の（です）」を使
し

用
よう

することで、嫌
いや

な気
き

持
も

ち、取
と

り

返
かえ

しがつかない気
き

持
も

ち、訴
うった

えたい気
き

持
も

ちなど、単
たん

純
じゅん

な事
じ

実
じつ

の説
せつ

明
めい

ではなく、同
どう

時
じ

に自
じ

分
ぶん

の微
び

妙
みょう

な気
き

持
も

ちを表
ひょう

現
げん

できます。

　さらに、「マッサージ器
き

があります」「マッサージ器
き

もあります」に対
たい

して「マッサージ器
き

まであります」のように、微
び

妙
みょう

に意
い

味
み

の異
こと

なる助
じょ

詞
し

の使
し

用
よう

が

新
あらた

たな知
ち

識
しき

として加
くわ

わります。助
じょ

詞
し

と動
どう

詞
し

を組
く

み合
あ

わせた複
ふく

合
ごう

助
じょ

詞
し

（「にとって」「に関
かん

して」「に際
さい

して」・・・）や、「～ざるをえない」「～わけにはい

かない」のような文
ぶん

末
まつ

表
ひょう

現
げん

なども、微
び

妙
みょう

な意
い

味
み

の違
ちが

いをより正
せい

確
かく

に表
あらわ

すために、「中
ちゅう

級
きゅう

」「上
じょう

級
きゅう

」の段
だん

階
かい

で新
あらた

たに扱
あつか

われる項
こう

目
もく

と言
い

えるでしょう。

　こうした例
れい

は必
ひつ

要
よう

な「ことばの知
ち

識
しき

」のごく一
いち

部
ぶ

です。ほかにも、副
ふく

詞
し

などの語
ご

彙
い

を使
つか

い分
わ

けたり、発
はつ

音
おん

上
じょう

の工
く

夫
ふう

をすることも必
ひつ

要
よう

になる場
ば

合
あい

がある

でしょう。何
なに

を学
がく

習
しゅう

項
こう

目
もく

として取
と

り上
あ

げるかは、どのような課
か

題
だい

を目
もく

標
ひょう

とするかで決
き

まります。

　(2) 「談
だん

話
わ

能
のう

力
りょく

」に関
かん

していえば、話
はなし

をどう始
はじ

めて、どう終
お

わらせるのかといった問
もん

題
だい

だけでなく、筋
すじ

道
みち

を通
とお

して話
はな

し続
つづ

けたり、複
ふく

数
すう

のエピソードの関
かん

連
れん

付
づ

けをしたりする工
く

夫
ふう

が必
ひつ

要
よう

になります。「中
ちゅう

級
きゅう

」以
い

降
こう

、扱
あつか

うテキストや発
はつ

話
わ

は長
なが

く、複
ふく

数
すう

の段
だん

落
らく

を含
ふく

んだものになっていきます。たとえば接
せつ

続
ぞく

詞
し

や

文
ぶん

脈
みゃく

指
し

示
じ

の「これ」「それ」などを効
こう

果
か

的
てき

に使
つか

うこともより重
じゅう

要
よう

になるでしょう。

　(3) 「社
しゃ

会
かい

言
げん

語
ご

能
のう

力
りょく

」に関
かん

しては、様
さまざ々ま

な状
じょう

況
きょう

で様
さまざ々ま

な相
あい

手
て

とコミュニケーションすることになりますから、それぞれの状
じょう

況
きょう

、相
あい

手
て

に対
たい

してどのよう

な表
ひょう

現
げん

を使
つか

ったら良
よ

いのか、といった判
はん

断
だん

がさらに重
じゅう

要
よう

になります。たとえば聞
き

く活
かつ

動
どう

や話
はな

す活
かつ

動
どう

で扱
あつか

う会
かい

話
わ

文
ぶん

が、場
ば

面
めん

や状
じょう

況
きょう

、話
はな

し手
て

の属
ぞく

性
せい

（女
じょ

性
せい

なのか男
だん

性
せい

なのか、何
なん

歳
さい

ぐらいなのか、関
かん

係
けい

性
せい

はどうなのか）がはっきりしているか、常
つね

に注
ちゅう

意
い

を払
はら

う必
ひつ

要
よう

があるでしょう。また、話
わ

題
だい

や内
ない

容
よう

が広
ひろ

がれ

ば、知
し

らない語
ご

彙
い

も当
とう

然
ぜん

増
ふ

えてきます。そうしたことばに出
で

会
あ

ったときに、推
すい

測
そく

したり、あるいは聞
き

き返
かえ

したりとさまざまなストラテジーを使
つか

う(4) 「ス

トラテジー能
のう

力
りょく

」も必
ひつ

要
よう

です。

　「ことばの知
ち

識
しき

」でも述
の

べましたが、大
たい

切
せつ

なことは、どの要
よう

素
そ

を取
と

り上
あ

げて教
おし

える必
ひつ

要
よう

があるかは、どの課
か

題
だい

を取
と

り上
あ

げるかによって決
き

めるというこ

とです。従
したが

って、ここでは、「中
ちゅう

級
きゅう

」以
い

降
こう

の複
ふく

雑
ざつ

な課
か

題
だい

を遂
すい

行
こう

する上
うえ

で予
よ

想
そう

される例
れい

を述
の

べましたが、「中
ちゅう

級
きゅう

」で必
ひつ

要
よう

な項
こう

目
もく

、「上
じょう

級
きゅう

」で必
ひつ

要
よう

な項
こう

目
もく

とい

うよりも、「中
ちゅう

級
きゅう

」以
い

降
こう

の具
ぐ

体
たい

的
てき

な課
か

題
だい

の中
なか

で、その課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

のために必
ひつ

要
よう

な項
こう

目
もく

として考
かんが

える必
ひつ

要
よう

があります。

日
に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
イロハ

第
だい
15回

かい
中
ちゅう

級
きゅう

・上
じょう

級
きゅう

を教
おし

える 
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このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：   久
く

保
ぼ

田
た

　美
よし

子
こ

    （日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

）

このコーナーについてご感
かん

想
そう

やご質
しつ

問
もん

があれば送
おく

ってください。

「中
ちゅう
級
きゅう
」「上

じょう
級
きゅう
」の教

おし
え方

かた

　最
さい

後
ご

に、教
おし

え方
かた

について考
かんが

えてみましょう。図
ず

1は、授
じゅ

業
ぎょう

の流
なが

れを示
しめ

したものです。まず到
とう

達
たつ

目
もく

標
ひょう

となる「課
か

題
だい

」を設
せっ

定
てい

します。「～できる」と

いった「Can-do」で記
き

述
じゅつ

するとよいでしょう。次
つぎ

に、その課
か

題
だい

を具
ぐ

体
たい

的
てき

な教
きょう

室
しつ

活
かつ

動
どう

として設
せっ

定
てい

します。「ウォーミングアップ」では活
かつ

動
どう

の目
もく

的
てき

を明
めい

確
かく

に学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に示
しめ

します。さらにインプット（聞
き

く・読
よ

む）中
ちゅう

心
しん

の活
かつ

動
どう

からアウトプット（話
はな

す・書
か

く）中
ちゅう

心
しん

の活
かつ

動
どう

へと進
すす

みます。

　こうした流
なが

れの中
なか

での教
おし

え方
かた

について、 (1)内
ない

容
よう

重
じゅう

視
し

、(2)インプットからアウトプットへ、(3)多
た

技
ぎ

能
のう

統
とう

合
ごう

型
がた

の授
じゅ

業
ぎょう

デザイン、(4)流
りゅう

暢
ちょう

さの養
よう

成
せい

、

の４つのポイントに分
わ

けて説
せつ

明
めい

します。これらのポイントは、「初
しょ

級
きゅう

」から重
じゅう

要
よう

なポイントですが、実
じっ

際
さい

の言
げん

語
ご

使
し

用
よう

の段
だん

階
かい

に近
ちか

づく「中
ちゅう

級
きゅう

」以
い

降
こう

の

段
だん

階
かい

でさらに重
じゅう

要
よう

になってきます。

　(1) 内
ない

容
よう

重
じゅう

視
し

とは、インプット（聞
き

く・読
よ

む）、アウトプット（話
はな

す・書
か

く）の内
ない

容
よう

そのものやメッセージを重
じゅう

視
し

する考
かんが

え方
かた

です。たとえば、語
ご

彙
い

や文
ぶん

型
けい

、文
ぶん

法
ぽう

知
ち

識
しき

などをまず教
おし

えて、文
ぶん

の単
たん

位
い

、段
だん

落
らく

の単
たん

位
い

の意
い

味
み

の理
り

解
かい

へと進
すす

む「ボトムアップ」式
しき

の教
おし

え方
かた

ではなく、全
ぜん

体
たい

の意
い

味
み

の理
り

解
かい

を

したあとで、文
ぶん

や語
ご

彙
い

の単
たん

位
い

の学
がく

習
しゅう

へと進
すす

む「トップダウン」式
しき

の教
おし

え方
かた

が必
ひつ

要
よう

です。特
とく

に、「聞
き

く」「読
よ

む」際
さい

の「推
すい

測
そく

」や「予
よ

測
そく

」といったス

トラテジーは、わからない語
ご

彙
い

や文
ぶん

型
けい

が全
まった

くない状
じょう

態
たい

で読
よ

んだり聞
き

かせたりしても育
そだ

ちません。そうした「ストラテジー能
のう

力
りょく

」の養
よう

成
せい

のためにも

「トップダウン」式
しき

の教
おし

え方
かた

が重
じゅう

要
よう

になります。

　では、こうした流
なが

れの中
なか

で、新
あたら

しい語
ご

彙
い

や文
ぶん

法
ぽう

項
こう

目
もく

はどのように扱
あつか

えば良
よ

いのでしょうか。意
い

味
み

理
り

解
かい

を優
ゆう

先
せん

させながら、特
とく

定
てい

の言
げん

語
ご

項
こう

目
もく

にも注
ちゅう

目
もく

させることを「focus on form」と言
い

います。たとえば、聴
ちょう

解
かい

で使
し

用
よう

したテキストの中
なか

で注
ちゅう

目
もく

してほしい言
げん

語
ご

項
こう

目
もく

の部
ぶ

分
ぶん

を空
くう

欄
らん

にしたスクリプト

を配
くば

り、その部
ぶ

分
ぶん

に入
はい

ることばを考
かんが

えてから、もう一
いち

度
ど

全
ぜん

体
たい

を聞
き

き、実
じっ

際
さい

にその空
くう

欄
らん

にどのようなことばが使
つか

われていたかを確
かく

認
にん

するという作
さ

業
ぎょう

は、意
い

味
み

理
り

解
かい

のときには正
せい

確
かく

にとらえていなかったことばの形
かたち

に注
ちゅう

目
もく

させることになります。そのほか、聴
ちょう

解
かい

や読
どっ

解
かい

の活
かつ

動
どう

で使
し

用
よう

したテキストを

もう一
いち

度
ど

再
さい

生
せい

させたりする方
ほう

法
ほう

もあります。このように、新
あたら

しい言
げん

語
ご

項
こう

目
もく

については、教
きょう

師
し

が一
いっ

方
ぽう

的
てき

に解
かい

説
せつ

するのではなく、内
ない

容
よう

重
じゅう

視
し

の活
かつ

動
どう

のあ

とで、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

自
じ

身
しん

に注
ちゅう

目
もく

させたり気
き

づかせたりする工
く

夫
ふう

が必
ひつ

要
よう

です。

　(2) 「インプットからアウトプットへ」というのは、「インプット」の活
かつ

動
どう

で新
あたら

しく気
き

づいた項
こう

目
もく

を次
つぎ

の「アウトプット」の活
かつ

動
どう

の中
なか

で使
つか

わせるこ

とです。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は実
じっ

際
さい

の文
ぶん

脈
みゃく

の中
なか

で「アウトプット」することで、自
じ

分
ぶん

に足
た

りていること、逆
ぎゃく

に不
ふ

足
そく

していることに気
き

づきます。そして、そうし

　　

参
さん

考
こう

：国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

（2010）『JF日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

スタンダード2010』

　　　国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

（2011）『国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

授
じゅ

法
ほう

シリーズ10　中
ちゅう
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じょう

級
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おし
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しょ

房
ぼう

 

　　　 「JF日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

スタンダード」http://jfstandard.jp/

た意
い

識
しき

をもった上
うえ

で、再
ふたた

び「インプット」を得
え

ることができれば、より習
しゅう

得
とく

は進
すす

みます。

談
だん

話
わ

能
のう

力
りょく

や社
しゃ

会
かい

言
げん

語
ご

能
のう

力
りょく

、コミュニケーションストラテジーの能
のう

力
りょく

も同
どう

様
よう

に「インプッ

ト」「アウトプット」を繰
く

り返
かえ

す中
なか

で、身
み

につけさせていくことが重
じゅう

要
よう

でしょう。

　ロールプレイなどの「アウトプット」の活
かつ

動
どう

を「インプット」に先
さき

立
だ

って行
おこな

う「タ

スク先
せん

行
こう

型
がた

」の活
かつ

動
どう

もあります。これは、既
すで

にインプットされている項
こう

目
もく

が実
じっ

際
さい

に使
つか

え

る段
だん

階
かい

にあるのか、さらに必
ひつ

要
よう

な項
こう

目
もく

は何
なに

なのかを意
い

識
しき

させるためのものです。これも

「インプット」と「アウトプット」を繰
く

り返
かえ

す方
ほう

法
ほう

の一
ひと

つと言
い

えるでしょう。

　(3) 「多
た

技
ぎ

能
のう

統
とう

合
ごう

型
がた

の授
じゅ

業
ぎょう

デザイン」は、「聞
き

く」「読
よ

む」「話
はな

す」「活
かつ

動
どう

」を複
ふく

数
すう

組
く

み合
あ

わせた授
じゅ

業
ぎょう

をデザインするということです。私
わたし

たちの日
にち

常
じょう

のコミュニケーションでは、

講
こう

義
ぎ

を聞
き

いた後
あと

、本
ほん

を読
よ

んでレポートを書
か

いたり、新
しん

聞
ぶん

やテレビのニュースで見
み

聞
き

きし

たことについて友
ゆう

人
じん

と話
はな

し合
あ

ったりします。そうした複
ふく

数
すう

の技
ぎ

能
のう

が相
そう

互
ご

に関
かん

係
けい

し合
あ

って

いる活
かつ

動
どう

を考
かんが

えることが重
じゅう

要
よう

です。

　(4) 「流
りゅう

暢
ちょう

さの養
よう

成
せい

」は、正
せい

確
かく

さとともに、それを実
じっ

際
さい

に運
うん

用
よう

する時
とき

の流
りゅう

暢
ちょう

さがさら

に必
ひつ

要
よう

になるということです。相
あい

手
て

を緊
きん

張
ちょう

させないように自
し

然
ぜん

に話
はなし

をする、コミュニ

ケーションがよりスムーズに運
はこ

ばれるように配
はい

慮
りょ

するといった能
のう

力
りょく

は、「中
ちゅう

級
きゅう

」以
い

降
こう

、

徐
じょじ々ょ

に身
み

につけていきたい能
のう

力
りょく

です。たとえば、何
なに

かについて「説
せつ

明
めい

する」という活
かつ

動
どう

も、一
いち

度
ど

だけでなく、相
あい

手
て

を変
か

える、時
じ

間
かん

を短
みじか

くするなどの変
へん

化
か

をつけて、何
なん

度
ど

も行
おこな

わ

せると、自
し

然
ぜん

に流
りゅう

暢
ちょう

さが身
み

についていくこともあります。そうした活
かつ

動
どう

を工
く

夫
ふう

すると良
よ

いでしょう。 

図
ず

 １　多
た

技
ぎ

能
のう

統
とう

合
ごう

型
がた

の授
じゅ

業
ぎょう

の流
なが

れ

（『国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

授
じゅ

法
ほう

シリーズ10

　　　　　中
ちゅう

・上
じょう

級
きゅう

を教
おし

える』p.52より） 



表
あらわ

すと同
どう

時
じ
に、「～予

よ
定
てい

だ」のような客
きゃっ

観
かん

的
てき

な意
い
味
み
合
あ
いを持

も
っ

ています。

２）「～（る）つもりだ」は「その場
ば
での判

はん
断
だん
」を表

あらわ
すか？

　「～（る）つもりだ」は「その場
ば
」の決

けっ
定
てい

・決
けっ

心
しん

の表
ひょう

現
げん

に

はあまり使
つか

われません。

(2) Ａ：今
いま

から出
で
かけるんだけど、君

きみ
も行

い
く？

Ｂ：ええ、私
わたし

も行
い
きます。

私
わたし

も行
い
こうと思

おも
います。

？私
わたし

も行
い
くつもりです。

(2)では、Ａは出
で
かけることを、今

いま
初
はじ

めてＢに話
はな

し、Ｂも

今
いま

、「その場
ば
」で行

い
くことを決

き
めました。このように、「そ

の場
ば
」での決

けっ
定
てい

や判
はん

断
だん

には「～（る）つもりだ」はあまり

ふさわしくありません。もし、「～（る）つもりだ」を使
つか

う

とすれば、しばらく以
い
前
ぜん

からそう思
おも

っていた、その意
い
志
し
を

持
も
っていたということになります。

３）「～（る）つもりだ」の主
しゅ
語
ご
は誰

だれ
？

　「～（る）つもりだ」は話
はな

し手
て
自
じ
身
しん

の意
い
志
し
を表

あらわ
すとともに、

第
だい

３者
しゃ

（話
はな

し手
て

｢私
わたし

｣ 以
い
外
がい

の人
ひと

。「あなた」を含
ふく

む。）の意
い

志
し
も表

あらわ
します。

(3)リーさんはあした仕
し
事
ごと
を休

やす
むつもりです。

　しかし、第
だい

３者
しゃ

の意
い
志
し
･意
い
図
と
は本

ほん
人
にん

以
い
外
がい

には分
わ
からないこ

とが多
おお

いので、明
めい

確
かく

に分
わ
かっているとき以

い
外
がい

は次
つぎ

のように表
あらわ

すほうが適
てき

切
せつ

と言
い
えます。

(4)リーさんはあした仕
し
事
ごと
を休

やす
むつもりのようです。

休
やす
むらしいです。

休
やす
むつもりだと言

い
っています。

４）「～（る）つもりだ」の否
ひ
定
てい
の形

かたち

　「～（る）つもりだ」の否
ひ
定
てい

の形
かたち

は基
き
本
ほん

的
てき

には「つもり」

の前
まえ

を否
ひ
定
てい

にします。

(5)正
しょう

月
がつ

休
やす

みは国
くに

へ帰
かえ

らないつもりです。

　(5)のほかに、「国
くに

へ帰
かえ

るつもりはない」という形
かたち

もありま

すが、それらについては後
あと

でまとめて説
せつ

明
めい

します。

２．「信
しん
念
ねん
・その気

き
」を表

あらわ
す「つもり」

今
いま

までは「意
い
志
し
」を表

あらわ
す「つもり」について考

かんが
えてきまし

た。２では、「信
しん

念
ねん

」や「その気
き
」を表

あらわ
す「つもり」の使

つか
い

方
かた

を説
せつ

明
めい

します。

林
はやし

さんはルポライターです。ある事
じ
件
けん

について記
き
事
じ
を書

か

こうと思
おも

って、次
つぎ

のように言
い
いました。

今
こん

回
かい

は形
けい

式
しき

名
めい

詞
し
「つもり」を取

と
り上

あ
げます。「来

らい
週
しゅう

京
きょう

都
と
へ

行
い
くつもりです。」「大

だい
学
がく

院
いん

の試
し
験
けん

は受
う
けないつもりだ。」の

ように、「つもり」が意
い
志
し
を表

あらわ
すことは皆

みな
さんもよくご存

ぞん
じ

でしょう。むしろ、「つもり」は簡
かん

単
たん

だと思
おも

っている方
かた

もい

らっしゃると思
おも

います。

しかし、「本
ほん

気
き
で結

けっ
婚
こん

するつもりだった。」「自
じ
分
ぶん

なりに頑
がん

張
ば
ったつもりですが、結

けっ
果
か
としては失

しっ
敗
ぱい

してしまいました。」

「前
まえ

の日
ひ
に完

かん
全
ぜん

に覚
おぼ

えたつもりだったのに、試
し
験
けん

では思
おも

い出
だ

せなかった。」のように「～（る）つもりだった」「～（た）

つもりだ」「～（た）つもりだった」と、｢～た｣ が絡
から

んで

くると、頭
あたま

の中
なか

が混
こん

乱
らん

し始
はじ

めます。

今
こん

回
かい

は、そんな「つもり」について、少
すこ

しずつ説
せつ

明
めい

して

いきたいと思
おも

います。

１．「意
い
志
し
」を表

あらわ
す「つもり」

　ここでは、「～（る）つもりだ」の４つのポイント１）～４）

について考
かんが
えます。

１）「～（る）つもりだ」と他
ほか
の意

い
志
し
表
ひょう
現
げん

　日
に
本
ほん

語
ご
には意

い
志
し
や予

よ
定
てい

を表
あらわ

す表
ひょう

現
げん

が数
かず

多
おお

くあります。(1)

を見
み
てください。

(1)Ａ：正
しょう
月
がつ
休
やす
みはどこかへ行

い
きますか。

Ｂ：ええ、国
くに
へ帰

かえ
ります。

国
くに
へ帰

かえ
ろうと思

おも
います／思

おも
っています。

国
くに
へ帰

かえ
りたいと思

おも
います／思

おも
っています。

国
くに
へ帰

かえ
る予

よ
定
てい
です。

国
くに
へ帰

かえ
ることにします。

国
くに
へ帰

かえ
るつもりです。

Ｂの答
こた

えの中
なか

で、「帰
かえ

ります」は自
じ
分
ぶん

の意
い
志
し
・決

けっ
定
てい

をはっ

きり相
あい

手
て
に伝

つた
えるという印

いん
象
しょう

を与
あた

えます。それに対
たい

して「帰
かえ

ろうと思
おも

います」は、「帰
かえ

ろう」という意
い
志
し
を「と思

おも
う／思

おも
っ

ている」という語
ご
でやわらげ、かつ、相

あい
手
て
に伝

つた
えています。

「帰
かえ

りたいと思
おも

います」も「帰
かえ

りたい」で自
じ
分
ぶん

の願
がん

望
ぼう

を前
ぜん

面
めん

に出
だ
し、「と思

おも
う／思

おも
っている」で相

あい
手
て
に丁

てい
寧
ねい

に伝
つた

えていま

す。（「～と思
おも

う」と「と思
おも

っている」はどちらを使
つか

っても

いいですが、「と思
おも

っている」のほうが一
いっ

定
てい

期
き
間
かん

思
おも

い続
つづ

ける

という意
い
味
み
合
あ
いを持

も
ちます。）

「～予
よ
定
てい

だ」は直
ちょく

接
せつ

的
てき

には意
い
志
し
を表

あらわ
しません。その予

よ
定
てい

が

自
じ
分
ぶん

の意
い
志
し
に基

もと
づくものか否

いな
かは別

べつ
にして、国

くに
へ帰

かえ
る予

よ
定
てい

が

あると言
い
っているだけです。「～ことにする」は、いろいろ

考
かんが

えて、最
さい

終
しゅう

的
てき

に決
けっ

定
てい

した場
ば
合
あい

に使
つか

われることが多
おお

いです。

では、「～（る）つもりだ」はどうでしょうか。

「帰
かえ

るつもりだ」はもちろん意
い
志
し
を表

あらわ
しますが、「帰

かえ
ろうと

思
おも

う」「帰
かえ

りたいと思
おも

う」という話
はな

し手
て
の主

しゅ
観
かん

的
てき

な気
き
持
も
ちを

文
ぶん
法

ぽう
を楽

たの
しく‼ 「つもり」（1）
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このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：市

いち
川
かわ
保
やす
子

こ
（日

に
本
ほん
語

ご
国
こく
際
さい
センター客

きゃく
員
いん
講
こう
師

し
）

このコーナーについてご感
かん

想
そう

やご質
しつ

問
もん

があれば送
おく

ってください。

(6) 林
はやし

：私
わたし

は事
じ

実
じつ

を書
か

くつもりだ。

林
はやし

さんはその時
じ

点
てん

で「事
じ

実
じつ

を書
か

く」という意
い

志
し

を表
ひょう

明
めい

しま

した。その後
ご

、林
はやし

さんは記
き

事
じ

を書
か

いたのですが、それを発
はっ

表
ぴょう

した時
とき

、他
ほか

の人
ひとび々と

から「これは事
じ

実
じつ

ではない」「うその部
ぶ

分
ぶん

が

ある」と批
ひ

判
はん

されました。それに対
たい

して林
はやし

さんはこう言
い

いま

した。

(7) 林
はやし

：私
わたし

は事
じ

実
じつ

を書
か

いたつもりだ。

　(7)は、文
ぶん

の形
かたち

は「～た＋つもりだ」になっています。「～

た＋つもりだ」を使
つか

って林
はやし

さんは、他
ほか

の人
ひと

はどう言
い

うかは知
し

らないが、自
じ

分
ぶん

としては、「事
じ

実
じつ

を書
か

いたのだ」と言
い

ってい

ます。

　林
はやし

さんが本
ほん

当
とう

に事
じ

実
じつ

を書
か

いたかどうかは本
ほん

人
にん

だけが知
し

って

いることで、はっきりとは分
わ

かりません。しかし、彼
かれ

は「～

た＋つもりだ」を使
つか

って自
じ

分
ぶん

の「信
しん

念
ねん

」、自
じ

分
ぶん

はそう信
しん

じて

いるという「その気
き

・そのつもり」を主
しゅ

張
ちょう

しています。

(8) 私
わたし

はプロポーズを断
ことわ

ったつもりです。だから、これ以
い

上
じょう

しつこく追
お

い回
まわ

さないでちょうだい。

(9) Ａ：Ｂさん、お願
ねが

いしますよ。

Ｂ：この間
あいだ

、はっきりとできないと言
い

ったでしょう？

Ａ：えっ、そうですか？

Ｂ：私
わたし

はできないと言
い

ったつもりですよ。

Ａ：・・・・

 (10) 食
た

べたつもり、買
か

ったつもりで、 その分
ぶん

を貯
ちょ

金
きん

する。

　(8)は、話
はな

し手
て

が相
あい

手
て

からの求
きゅう

婚
こん

（プロポーズ）を何
なん

らか

の形
かたち

で断
ことわ

ったはずなのに、相
あい

手
て

が断
ことわ

られたと思
おも

っていない状
じょう

況
きょう

です。

　(9)も、Ｂは「できない」と言
い

ったはずなのに、相
あい

手
て

がそ

のように認
にん

識
しき

していないようです。(10)は「つもりだ」の

「だ」が「で」の形
かたち

をとって、後
うし

ろの文
ぶん

にかかっていってい

ます。ここでは、実
じっ

際
さい

は食
た

べたり買
か

ったりはしていないが、

食
た

べたり買
か

ったりした「その気
き

・そのつもり」になって、そ

れにかかったであろう金
きん

額
がく

を貯
ちょ

金
きん

するということを表
あらわ

してい

ます。

　(7)～(10)は ｢～（た）つもりだ｣ の主
しゅ

体
たい

（主
しゅ

語
ご

）は話
はな

し

手
て

である「私
わたし

」ですが、第
だい

３者
しゃ

の場
ば

合
あい

はどうでしょうか。

(11)彼
かれ

は事
じ

実
じつ

を書
か

いたつもりだ。しかし、疑
うたが

わしいと

ころもある。

(12)彼
かの

女
じょ

はプロポーズを断
ことわ

ったつもりだが、相
あい

手
て

には

通
つう

じていないようだ。

　(11)では、「私
わたし

は事
じ

実
じつ

を書
か

いたつもりだ」のように話
はな

し手
て

の強
つよ

い信
しん

念
ねん

は感
かん

じられず、「彼
かれ

はそのように思
おも

っているが、」

「彼
かれ

は事
じ

実
じつ

を書
か

いたらしいが、」という推
すい

測
そく

・憶
おく

測
そく

が加
くわ

わり

ます。

　(12)も、「彼
かの

女
じょ

は断
ことわ

ったと思
おも

っているが、」の意
い

味
み

になり

ます。

　このように「～（た）つもりだ」の主
しゅ

体
たい

（主
しゅ

語
ご

）が第
だい

３

者
しゃ

になると、その人
ひと

(本
ほん

人
にん

)の信
しん

じていることが、他
ほか

の人
ひと

か

ら見
み

ると、「それは本
ほん

人
にん

だけの思
おも

い込
こ

みかもしれない」とい

う意
い

味
み

合
あ

いが強
つよ

くなります。

　１で「意
い

志
し

」（事
じ

実
じつ

を書
か

くつもりだ）、２で「信
しん

念
ねん

・その

気
き

｣（事
じ

実
じつ

を書
か

いたつもりだ）を勉
べん

強
きょう

しました。次
じ

回
かい

「つも

り(2)」では、それらのことが過
か

去
こ

に起
お

こったとして、今
いま

そ

れについて考
かんが

えている「～つもりだった」について勉
べん

強
きょう

し

ます。

　次
つぎ

の例
れい

を読
よ

んで、｢～つもりだった｣ がどういう状
じょう

況
きょう

で使
つか

われているか考
かんが

えておいてください。(13)(14)は「～（る）

つもりだった」（新
しん

聞
ぶん

記
き

事
じ

より）、(15)(16)は「～（た）つも

りだった」の例
れい

です。

(13)中
ちゅう

３女
じょ

子
し

誘
ゆう

拐
かい

容
よう

疑
ぎ

で逮
たい

捕
ほ

。名
な

古
ご

屋
や

のコンビニ店
てん

員
いん

「結
けっ

婚
こん

するつもりだった」

(14)「警
けい

察
さつ

に届
とど

けるつもりだった。」 ATMから取
と

り忘
わす

れ

の15万
まん

円
えん

盗
ぬす

んだ男
おとこ

を逮
たい

捕
ほ

。

(15)検
けん

査
さ

は慎
しん

重
ちょう

にしたつもりだったのに、不
ふ

良
りょう

品
ひん

が混
ま

じっていた。

(16)前
まえ

の日
ひ

に完
かん

全
ぜん

に覚
おぼ

えたつもりだったけど、試
し

験
けん

で

は思
おも

い出
だ

せなかった。

  2012 年 12 月



「つもり(1)」では、「意
い

志
し

」を表
あらわ

す「～（る）つもりだ」（例
れい

：

私
わたし

は事
じ

実
じつ

を書
か

くつもりだ。）と「信
しん

念
ねん

・その気
き

」を表
あらわ

す「～（た）

つもりだ」（例
れい

：私
わたし

は事
じ

実
じつ

を書
か

いたつもりだ。）を勉
べん

強
きょう

しました。

今
こん

回
かい

は、「意
い

志
し

」「信
しん

念
ねん

・その気
き

」の過
か

去
こ

の表
ひょう

現
げん

「～（る）つもり

だった」「～（た）つもりだった」と、「～つもりだ」の否
ひ

定
てい

につ

いて勉
べん

強
きょう

します。

１．「意
い
志
し
」を表

あらわ
す「～（る）つもりだ」の過

か
去
こ

(1) 夫
おっと

：午
ご

後
ご

、友
とも

達
だち

と出
で

かけるつもりだ。

＜それから３時
じ

間
かん

経
た

って＞

妻
つま

：あら、出
で

かけなかったの？

夫
おっと

：うん、出
で

かけるつもりだったけど、雨
あめ

が降
ふ

り出
だ

したので、

取
と

りやめたんだ。

(2) ゆうべは早
はや

く寝
ね

るつもりだったが、おもしろいテレビを見
み

てし

まって寝
ね

るのが遅
おそ

くなった。

(1)で夫
おっと

は、午
ご

後
ご

出
で

かけるという「意
い

志
し

」を妻
つま

に伝
つた

えています。

しかし、3時
じ

間
かん

後
ご

になっても夫
おっと

が家
いえ

にいるので妻
つま

が尋
たず

ねると、雨
あめ

のため出
で

かけるのを取
と

りやめたと答
こた

えました。その時
とき

夫
おっと

は「出
で

か

けるつもりだった」と言
い

っています。これは夫
おっと

が3時
じ

間
かん

前
まえ

を思
おも

い

出
だ

して、その時
とき

の意
い

志
し

を過
か

去
こ

のこととして伝
つた

えています。

(2)も、テレビを見
み

る前
まえ

は早
はや

く寝
ね

ようと思
おも

っていたことを、「早
はや

く寝
ね

るつもりだった」と過
か

去
こ

のこととして述
の

べています。

このように「意
い

志
し

」を過
か

去
こ

のものとして伝
つた

える場
ば

合
あい

は、「～（る）

つもりだ」が「～（る）つもりだった」になります。

次
つぎ

の図
ず

は、(1)(2)を図
ず

式
しき

化
か

したものです。

(3)中
ちゅう

３女
じょ

子
し

誘
ゆう

拐
かい

容
よう

疑
ぎ

で逮
たい

捕
ほ

。名
な

古
ご

屋
や

のコンビニ店
てん

員
いん

「結
けっ

婚
こん

する

つもりだった。」

(4)「警
けい

察
さつ

に届
とど

けるつもりだった。」 ATMから取
と

り忘
わす

れの15万
まん

円
えん

盗
ぬす

んだ男
おとこ

を逮
たい

捕
ほ

。

（４）

(3)(4)は、前
ぜん

回
かい

の宿
しゅく

題
だい

ですが、(3)でコンビニ店
てん

員
いん

の男
おとこ

は、その

時
とき

（中
ちゅう

学
がく

３年
ねん

の女
じょ

子
し

を誘
ゆう

拐
かい

した時
とき

）のことを振
ふ

り返
かえ

って、その時
とき

は「その女
おんな

の子
こ

と結
けっ

婚
こん

したかった」と言
い

っています。また、(4)

でも、逮
たい

捕
ほ

された男
おとこ

は、その時
とき

（ATM で誰
だれ

かが取
と

り忘
わす

れた15万
まん

円
えん

を持
も

ち帰
かえ

ろうとした時
とき

）を振
ふ

り返
かえ

って、その時
とき

は「警
けい

察
さつ

に届
とど

け

ようと思
おも

っていた」と言
い

っています。

２．「信
しん
念
ねん
・その気

き
」を表

あらわ
す「～（た）つもりだ」の過

か
去
こ

(5) 私
わたし

はプロポーズを断
ことわ

ったつもりだったが、相
あい

手
て

は断
ことわ

られた

とは思
おも

っていなかった。

(6) 少
すこ

しは分
わ

かったつもりだったけど、実
じっ

際
さい

は分
わ

かってなかっ

たかもしれない。

(5)は、私
わたし

はその時
とき

はプロポーズを断
ことわ

ったつもりなので、一
いっ

件
けん

落
らく

着
ちゃく

したと思
おも

っていたら、実
じつ

は相
あい

手
て

はそうは思
おも

っていなかったとい

うことを示
しめ

しています。(6)もその時
とき

は自
じ

分
ぶん

としては分
わ

かったと思
おも

った、しかし、今
いま

当
とう

時
じ

のことを思
おも

い出
だ

すと、そうではなかったと

いうことを表
あらわ

しています。(5)(6)を図
ず

式
しき

化
か

すると、次
つぎ

のようになり

ます。

宿
しゅく

題
だい

の残
のこ

りの２題
だい

は次
つぎ

のようでした。

(7)検
けん

査
さ

は慎
しん

重
ちょう

にしたつもりだったのに、不
ふ

良
りょう

品
ひん

が混
ま

じっていた。

(8)前
まえ

の日
ひ

に完
かん

全
ぜん

に覚
おぼ

えたつもりだったけど、試
し

験
けん

では思
おも

い出
だ

せ

なかった。

今
いま
（私

わたし
が）思

おも
う

＋だった

(1) 友
とも
達
だち
と出

で
かけるつもりだ

(2) 早
はや
く寝

ね
るつもりだ

＋だった

(5) プロポーズを断
ことわ
ったつもりだ

(6) 少
すこ
しは分

わ
かったつもりだ

15万円

【過
か
去
こ
のある時

とき
】（私

わたし
が）思

おも
う

(1) 友
とも
達
だち
と出

で
かけるつもりだ

(2) 早
はや
く寝

ね
るつもりだ

【過
か
去
こ
のある時

とき
】のこと

(5) プロポーズを断
ことわ
ったつもりだ

(6) 少
すこ
しは分

わ
かったつもりだ

信
しん
念
ねん
･ その気

き

【過
か
去
こ
のある時

とき
】（私

わたし
が）思

おも
う

今
いま
（私

わたし
が）思

おも
う意

い
志
し

【過
か
去
こ
のある時

とき
】のこと

信
しん
念
ねん
･ その気

き

意
い
志
し

文
ぶん
法

ぽう
を楽

たの
しく‼ 「つもり」（2）
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このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：市

いち
川
かわ
保
やす
子

こ
（日

に
本
ほん
語

ご
国
こく
際
さい
センター客

きゃく
員
いん
講
こう
師

し
）

このコーナーについてご感
かん

想
そう

やご質
しつ

問
もん

があれば送
おく

ってください。

  2013 年 3 月

「～（る）つもりじゃ／ではない」は、後
うし

ろに「が」や「けど」

が付
つ

いて、一
いち

度
ど

言
い

ったこと（「急
いそ

いでくれる」と頼
たの

んだこと）に「そ

れは急
せ

かす気
き

持
も

ちからじゃない」と注
ちゅう

釈
しゃく

を付
つ

けたり((10))、前
まえ

置
お

き的
てき

に断
ことわ

りを入
い

れたり((11))する時
とき

に用
もち

いられることが多
おお

いです。

４．「信
しん
念
ねん
・その気

き
」を表

あらわ
す「～（た）つもりだ」の否

ひ
定
てい

「信
しん

念
ねん

・その気
き

」を表
あらわ

す「～（た）つもりだ」の否
ひ

定
てい

にも、「～

なかったつもりだ」、「～（た）つもりはない」、そして「～（た）

つもりじゃ／ではない」３つの形
かたち

があります。

(12) Ａ：彼
かの

女
じょ

に何
なに

か失
しつ

礼
れい

なことを言
い

ったんじゃない？

Ｂ：いや、別
べつ

に失
しつ

礼
れい

なことは言
い

わなかったつもりだけど。

Ａ：本
ほん

当
とう

？彼
かの

女
じょ

、怒
おこ

ってるよ。

Ｂ：ええっ。私
わたし

は失
しつ

礼
れい

なことは言
い

ったつもりはないよ。

(12)でＢは「言
い

わなかったと思
おも

う」と主
しゅ

張
ちょう

し、Ａのさらなる追
つい

及
きゅう

に「そういう意
い

図
と

はない」と否
ひ

定
てい

しています。「（言
い

わ）なかっ

たつもりだ」と「（言
い

っ）たつもりはない」の否
ひ

定
てい

の強
つよ

さはほとん

ど同
おな

じですが、後
こう

者
しゃ

は相
あい

手
て

から言
い

われたことに対
たい

して弁
べん

明
めい

する意
い

味
み

で用
もち

いられることが多
おお

いです。

(13) Ａ：これ変
へん

な絵
え

ですね。

Ｂ：そうですか。でも、決
けっ

してふざけて描
か

いたつもりじゃない

ですよ。

「～（た）つもりじゃ／ではない」は、これは、「（そう見
み

える

かもしれないが、）そんな気
き

はなかった」という意
い

味
み

を持
も

ちます。

最
さい

後
ご

に「意
い

志
し

」「信
しん

念
ねん

・その気
き

」を表
あらわ

す「～つもりだ」の過
か

去
こ

の否
ひ

定
てい

についてですが、紙
し

面
めん

の関
かん

係
けい

で、例
れい

文
ぶん

のみ紹
しょう

介
かい

します。い

ずれも基
き

本
ほん

的
てき

には、話
はな

し手
て

がその時
とき

のことを思
おも

い出
だ

し、過
か

去
こ

のこ

ととして述
の

べているということになります。逆
ぎゃく

接
せつ

を表
あらわ

す「が・け

れども・のに」などに続
つづ

くことが多
おお

いです。

(14) お酒
さけ

は飲
の

まないつもりだったが、仲
なか

間
ま

がおいしそうに飲
の

んで

いるのを見
み

て、つい手
て

を出
だ

してしまった。

(15) 彼
かれ

を怒
おこ

らせるつもりはなかったのに、ついきついことを言
い

っ

てしまった。

(16) 本
ほん

当
とう

はやるつもりじゃなかったけど、皆
みな

に言
い

われてやる気
き

に

なった。

(17) そんなに厳
きび

しく言
い

ったつもりはなかったのです。彼
かの

女
じょ

に立
た

ち

直
なお

ってほしかっただけなのです。

（７）

(7)でこの人
ひと

（話
はな

し手
て

）は、その当
とう

時
じ

（検
けん

査
さ

した時
とき

）を思
おも

い出
だ

し、

自
じ

分
ぶん

としては「慎
しん

重
ちょう

に検
けん

査
さ

した」と思
おも

ったのに、結
けっ

果
か

的
てき

には「不
ふ

良
りょう

品
ひん

が混
ま

じっていた」ことを知
し

ったことになります。また、(8)で

は、この人
ひと

（話
はな

し手
て

）は試
し

験
けん

当
とう

日
じつ

を思
おも

い出
だ

し、自
じ

分
ぶん

としては「試
し

験
けん

の前
まえ

の日
ひ

に完
かん

全
ぜん

に覚
おぼ

えた」と思
おも

ったのに、結
けっ

果
か

として試
し

験
けん

場
じょう

で

は思
おも

い出
だ

すことができなかったということになります。

では、次
つぎ

に、「～（る）つもりだ」「～（た）つもりだ」の否
ひ

定
てい

について考
かんが

えます。

３．「意
い
志
し
」を表

あらわ
す「～（る）つもりだ」の否

ひ
定
てい

「意
い

志
し

」を表
あらわ

す「～（る）つもりだ」の否
ひ

定
てい

には、「～ないつも

りだ｣、「～（る）つもりはない」、そして「～（る）つもりじゃ／

ではない」の３つがあります。

１）「～ないつもりだ｣ VS「～（る）つもりはない」

(9) Ａ：明
あ し た

日どうする？ 行
い

く？

Ｂ：私
わたし

は行
い

かないつもりだ。

Ａ：ええっ、行
い

かないの？

Ｂ：うん。誰
だれ

に何
なん

と言
い

われても、私
わたし

は行
い

くつもりはないよ。

(9) で最
さい

初
しょ

Ｂは、「行
い

かない」という自
じ

分
ぶん

の意
い

志
し

を表
ひょう

明
めい

してい

ます。「行
い

く」に対
たい

して、単
たん

に「行
い

かない」を選
えら

んだということ

になります。Ｂが「行
い

かないつもりだ」と言
い

ったのに対
たい

して、Ａ

がさらに「行
い

かないの？」と念
ねん

を押
お

してきたので、強
つよ

く、明
めい

確
かく

に

「行
い

くつもりはない」と自
じ

分
ぶん

の意
い

志
し

を告
つ

げました。このように「～

（る）つもりはない」は「～ないつもりだ｣ より、より強
つよ

く否
ひ

定
てい

の

意
い

志
し

を表
あらわ

します。

「誰
だれ

に何
なん

と言
い

われても」のように逆
ぎゃく

接
せつ

を表
あらわ

す「ても」や、「絶
ぜっ

対
たい

」「決
けっ

して」などの副
ふく

詞
し

とともに使
つか

われることが多
おお

いです。

２）「～（る）つもりじゃ／ではない」

「～（る）つもりじゃ／ではない」は、「（そう見
み

えるかもしれ

ないが、）そうではない、そういう意
い

図
と

はない」という意
い

味
み

を持
も

ち

ます。

(10) Ａ：もうちょっと急
いそ

いでくれる？

Ｂ：うーん。

Ａ：急
せ

かすつもりじゃないけど、時
じ

間
かん

があまりないのよ。

(11) 文
もん

句
く

言
い

うつもりじゃないんだけど、やっぱりやり方
かた

が変
へん

だと思
おも

う。
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PART 4
話
はなし

を終
お

わらせ
る

14 話
はなし

を途
と

中
ちゅう

で終
お

わらせるには

…？

急
きゅう

に会
かい

話
わ

を終
お

わらせる

15 電
でん

話
わ

を切
き

りたいときは…？ 手
て

続
つづ

きを踏
ふ

んで電
でん

話
わ

会
かい

話
わ

を終
お

わ

らせる

▽特
とく
徴
ちょう

①学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のふり返
かえ

りで始
はじ

まる導
どう

入
にゅう

部
ぶ

　各
かく

ユニットは学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にとってよくある困
こま

った会
かい

話
わ

場
ば

面
めん

からスタートして、解
かい

決
けつ

のためのコツと表
ひょう

現
げん

を示
しめ

します。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の会
かい

話
わ

をふり返
かえ

ることで授
じゅ

業
ぎょう

が始
はじ

まるので、あとに続
つづ

く活
かつ

動
どう

への動
どう

機
き

を高
たか

めることができるでしょう。
②CDを活

かつ
用
よう

した練
れん

習
しゅう

　ユニット目
もく

標
ひょう

のために必
ひつ

要
よう

なポイントの説
せつ

明
めい

の後
あと

、聞
き

き取
と

り練
れん

習
しゅう

を行
おこな

い、CD
のポーズに合

あ
わせた会

かい
話
わ

練
れん

習
しゅう

へと続
つづ

きます。会
かい

話
わ

をいくつも聞
き

きながらやりとり
を学

まな
ぶので、実

じっ
生
せい

活
かつ

で同
おな

じ場
ば

面
めん

に出
で

会
あ

ったときのためのイメージ作
づく

りに役
やく

に立
た

つ
でしょう。
③若

わか
者
もの

同
どう

士
し

のくだけた話
はな

しことば
　本

ほん
書
しょ

では、主
おも

に大
だい

学
がく

生
せい

や若
わか

い社
しゃ

会
かい

人
じん

同
どう

士
し

のくだけた会
かい

話
わ

が取
と

り上
あ

げられており、
若
わか

者
もの

らしい表
ひょう

現
げん

がたくさん出
で

てきます。初
しょ

級
きゅう

教
きょう

科
か

書
しょ

にはない友
とも

だち同
どう

士
し

の会
かい

話
わ

は、
特
とく

に若
わか

い学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にとって、きっと興
きょう

味
み

関
かん

心
しん

の持
も

てるところだと思
おも

います。

　正
ただ

しい日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

って上
じょう

手
ず

に話
はな

しているのに、どうもコミュニケーションがう
まく行

い
かない、ということはありませんか。本

ほん
書
しょ

は初
しょ

級
きゅう

レベルを終
しゅう

了
りょう

した学
がく

習
しゅう

者
しゃ

を対
たい

象
しょう

とした会
かい

話
わ

の教
きょう

科
か

書
しょ

で、教
きょう

室
しつ

でも独
どく

習
しゅう

でも学
まな

ぶことができます。
　会

かい
話
わ

分
ぶん

析
せき

の研
けん

究
きゅう

を活
い

かして、①さまざまな日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ

場
ば

面
めん

において母
ぼ

語
ご

だった
らどう会

かい
話
わ

をするか、②良
よ

い聞
き

き手
て

としてどうふるまえばよいか、③相
あい

手
て

の状
じょう

況
きょう

を考
かんが

えて、どう会
かい

話
わ

の流
なが

れをコントロールするか、という観
かん

点
てん

から、役
やく

に立
た

つ
練
れん

習
しゅう

をするようになっています。

▽全
ぜん
体
たい
構
こう
成
せい

　本
ほん

書
しょ

の全
ぜん

体
たい

構
こう

成
せい

は次
つぎ

の通
とお

りです。

ユニット／タイトル 目
もく

標
ひょう

PART 0
話
はな

しことばの
特
とく

徴
ちょう

1 音
おと

や形
かたち

の変
へん

化
か

2 男
おとこ

ことばと女
おんな

ことば

主
おも

な話
はな

しことばの特
とく

徴
ちょう

一
いち

覧
らん

PART 1
話
はなし

を始
はじ

める

1 あいさつのあとは…？ あいさつのあとに話
はなし

を続
つづ

ける

2 新
あたら

しいものを紹
しょう

介
かい

したいとき

は…?

相
あい

手
て

が知
し

らないことについて話
はな

す

3 体
たい

験
けん

をおもしろく話
はな

すには…? 体
たい

験
けん

談
だん

を順
じゅん

序
じょ

よく話
はな

す

4 頼
たの

んだり、誘
さそ

ったりするとき

は…?

手
て

続
つづ

きに従
したが

って頼
たの

んだり誘
さそ

った

りする

5 言
い

いにくい話
はなし

のときは…? 言
い

いにくい話
はなし

を始
はじ

める

PART 2
話
はなし

を続
つづ

ける

6 相
あい

手
て

に安
あん

心
しん

して話
はな

してもらう

には…？

あいづちを入
い

れて相
あい

手
て

に話
はな

して

もらう

7 相
あい

手
て

の話
はなし

に共
きょう

感
かん

するときは…? 相
あい

手
て

の話
はなし

に適
てき

切
せつ

に反
はん

応
のう

する

8 相
あい

手
て

の話
はなし

に共
きょう

感
かん

できないとき

は…？

共
きょう

感
かん

できない気
き

持
も

ちを示
しめ

す

9 相
あい

手
て

の話
はなし

を広
ひろ

げるには…？ 相
あい

手
て

の話
わ

題
だい

を質
しつ

問
もん

で広
ひろ

げる

10 話
はなし

がわからないときは…？ 聞
き

き返
かえ

す

PART 3
話
はなし

を変
か

える

11 次
つぎ

の話
わ

題
だい

に移
うつ

るときは…？ 次
つぎ

の話
わ

題
だい

に移
うつ

る

12 相
あい

手
て

がつまらなそうなときは

…？

相
あい

手
て

の反
はん

応
のう

で話
わ

題
だい

を変
か

える

13 相
あい

手
て

の話
はなし

に興
きょう

味
み

がないとき

は…？

興
きょう

味
み

がないことを伝
つた

えて話
わ

題
だい

を

変
か

える

「日
に

本
ほん

語
ご

がうまく話
はな

せる人
ひと

」から「日
に

本
ほん

語
ご

で気
き

持
も

ちのよい会
かい

話
わ

ができる人
ひと

」へ

『にほんご会
かい

話
わ

上
じょう

手
ず

！
   聞

き
き上

じょう
手

ず
・話

はな
し上

じょう
手

ず
になるコミュニケーションのコツ 15』

編
へん

著
ちょ

者
しゃ

：岩
いわ

田
た

夏
なつ

穂
ほ

・初
はじ

鹿
か

野
の

阿
あ

れ

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

：アスク出
しゅっ

版
ぱん

ＵＲＬ：　http://www.ask-digital.co.jp/　　　　発
はっ

行
こう

年
ねん

月
げつ

：2012 年
ねん

7 月
がつ

ISBN：978-4-87217-824-1 　　判
はん

型
けい

・頁
ページ

数
すう

：B5 判
はん

　176 頁
ページ

 　定
てい

価
か

：1,890 円
えん

（税
ぜい

込
こ

み）　

本
ほん
ばこ －新

し ん
刊

か ん
教
きょう
材

ざ い
・図

と
書

し ょ
紹
しょう
介

か い
－

2012 年 10 月

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：来
き

嶋
じま

　洋
ひろ

美
み

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し
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①撮
さつ

影
えい

した作
さく

文
ぶん

を大
おお

きく写
うつ

し、クラス全
ぜん

員
いん

で添
てん

削
さく

する。（TIPS29）
②録

ろく
画
が

機
き

能
のう

を利
り

用
よう

して学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のプレゼンテーションを記
き

録
ろく

し、パソコ
ンで再

さい
生
せい

してクラス全
ぜん

体
たい

でコメントしあう。（TIPS30）
デジタルカメラで撮

と
るものと言

い
えば風

ふう
景
けい

や人
じん

物
ぶつ

がすぐに浮
う

かびますが、
発
はっ

想
そう

の転
てん

換
かん

をすると、教
きょう

室
しつ

内
ない

でも活
かつ

用
よう

することができるのですね。
機
き

器
き

の活
かつ

用
よう

方
ほう

法
ほう

以
い

外
がい

にも、パワーポイントを使
つか

って文
ぶん

型
けい

練
れん

習
しゅう

や変
へん

換
かん

練
れん

習
しゅう

をする方
ほう

法
ほう

、音
おん

声
せい

ファイルを使
つか

いやすく編
へん

集
しゅう

する方
ほう

法
ほう

、コンピュー
ターソフトを使

つか
って効

こう
率
りつ

よく成
せい

績
せき

管
かん

理
り

をする方
ほう

法
ほう

などが紹
しょう

介
かい

されてい
ます。コンピューターはあまり使

つか
ったことがないという人

ひと
だけでなく、

非
ひ

常
じょう

に詳
くわ

しいという人
ひと

にとっても参
さん

考
こう

になる実
じっ

践
せん

的
てき

な内
ない

容
よう

になってい
ますので、自

じ
身
しん

のニーズや現
げん

場
ば

の状
じょう

況
きょう

に合
あ

わせて参
さん

照
しょう

してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊TIPSとは「マニュアルに書

か
かれていない、パソコン使

し
用
よう

上
じょう

の便
べん

利
り

な技
ぎ

法
ほう

」の意
い

味
み

（『大
だい

辞
じ

林
りん

　第
だい

3版
はん

』より）。本
ほん

書
しょ

では、パソコン使
し

用
よう

に限
かぎ

らず、

授
じゅ

業
ぎょう

で使
つか

える「ワザ・コツ・豆
まめ

知
ち

識
しき

」として紹
しょう

介
かい

している。 

　「ICT」｢パワーポイント｣「オンラインストレージ」･･･。皆
みな

さんはこ
れらの言

こと
葉
ば

を聞
き

いて何
なに

のことか分
わ

かりますか。
　日

に
本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

の現
げん

場
ば

で使
つか

っている教
きょう

材
ざい

や教
きょう

具
ぐ

は、時
じ

代
だい

の変
へん

化
か

にとも
なってどんどん変

か
わってきました。以

い
前
ぜん

なら、教
きょう

師
し

は黒
こく

板
ばん

やホワイ
トボードに書

か
きながら授

じゅ
業
ぎょう

をしていましたが、最
さい

近
きん

では、プロジェ
クターにパワーポイントでスライドを示

しめ
しながら授

じゅ
業
ぎょう

をすることも
珍
めずら

しくないでしょう。ICTとは、「Information and Communication 
Technology」の略

りゃく
で、日

に
本
ほん

語
ご

では「情
じょう

報
ほう

通
つう

信
しん

技
ぎ

術
じゅつ

」と訳
やく

されています。
具
ぐ

体
たい

的
てき

には、デジタル機
き

器
き

（コンピューターやデジタルカメラなど）、
ウェブ上

じょう
の情

じょう
報
ほう

（ウェブサイトやブログ）、コンピューターソフト（ワ
ードやパワーポイントなど）を合

あ
わせて、このように呼

よ
んでいます。

情
じょう

報
ほう

通
つう

信
しん

機
き

器
き

が発
はっ

達
たつ

した時
じ

代
だい

の教
きょう

師
し

には、言
こと

葉
ば

や教
きょう

授
じゅ

法
ほう

についての
知
ち

識
しき

だけでなく、これらを使
つか

いこなす力
ちから

も求
もと

められるようになってき
ています。　
　本

ほん
書
しょ

には、日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

が知
し

っておくとよいICTの活
かつ

用
よう

方
ほう

法
ほう

が書
か

かれ
ています。各

かく
チャプターのタイトルとTIPS ＊の数

かず
は以

い
下
か

のとおりです。

Chapter1　 ICTの基
き

本
ほん

について学
まな

ぶためのTIPS 7

Chapter2　授
じゅ

業
ぎょう

の準
じゅん

備
び

と教
きょう

材
ざい

作
さく

成
せい

のためのTIPS 16

Chapter3　授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

にICTを活
かつ

用
よう

するためのTIP 19

Chapter4　情
じょう

報
ほう

検
けん

索
さく

と情
じょう

報
ほう

整
せい

理
り

のためのTIPS 14

Chapter5　日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

で使
つか

える便
べん

利
り

なフリーソフト 6

Chapter6　パソコントラブルを解
かい

決
けつ

するためのTIPS 9

Chapter7　ICTの可
か

能
のう

性
せい

について考
かんが

えるためのTIPS 6

▽こんな使
つか
い方

かた
もあったんだ!

　ここではChapter3で取
と

り上
あ

げられていた内
ない

容
よう

を２つ紹
しょう

介
かい

します。
　デジタルカメラは、サイズが小

ちい
さくなり値

ね
段
だん

も安
やす

くなったことから、
普
ふ

段
だん

から持
も

ち歩
ある

いている人
ひと

もいると思
おも

います。では、教
きょう

室
しつ

ではどのよ
うな活

かつ
用
よう

ができるでしょうか。著
ちょ

者
しゃ

は、次
つぎ

のような使
つか

い方
かた

を紹
しょう

介
かい

して
います。

ICT に強
つよ

くなれば、授
じゅ

業
ぎょう

がよりアクティブに！仕
し

事
ごと

がより効
こう

率
りつ

的
てき

に！

『日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

のための TIPS 77 ②　ICT の活
かつ

用
よう

』
編
へん

著
ちょ

者
しゃ

：山
やま

田
だ

智
とも

久
ひさ

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

：くろしお出
しゅっ

版
ぱん

ＵＲＬ：　http://www.9640.jp/xoops/　　　　発
はっ

行
こう

年
ねん

月
げつ

：2012 年
ねん

8 月
がつ

ISBN：978-4874245644 　　判
はん

型
けい

・頁
ページ

数
すう

：四
し

六
ろく

判
ばん

　304 頁
ページ

 　定
てい

価
か

：1,680 円
えん

（税
ぜい

込
こ

み）　

本
ほん
ばこ －新

し ん
刊

か ん
教
きょう
材

ざ い
・図

と
書

し ょ
紹
しょう
介

か い
－

2012 年 11 月

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：押
おし

尾
お

　和
かず

美
み

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

制
せい

作
さく

のDVD教
きょう

材
ざい

『エリンが挑
ちょう

戦
せん

！にほんごできます。』も紹
しょう

介
かい

されています。
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　ゲームとスキットには、初
しょ

級
きゅう

から上
じょう

級
きゅう

までのものがあり、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の人
にん

数
ずう

、手
て

順
じゅん

、ヒントが書
か

かれています。

▽第
だい
３部

ぶ
「日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のためのシナリオ」には

　劇
げき

作
さっ

家
か

、演
えん

出
しゅつ

家
か

である平
ひら

田
た

オリザ氏
し

監
かん

修
しゅう

で、日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のた
めに書

か
き下

お
ろされた、シナリオがあります。登

とう
場
じょう

人
じん

物
ぶつ

は、日
に

本
ほん

人
じん

大
だい

学
がく

生
せい

2
ふたり
人、韓

かん
国
こく

、フランスからの留
りゅう

学
がく

生
せい

、日
に

本
ほん

人
じん

教
きょう

師
し

です。「進
しん

路
ろ

」「お葬
そう

式
しき

」「クリスマスとお正
しょう

月
がつ

」というタイトルの３つのシ
ナリオはどれも、芝

しば
居
い

がかっていない日
にち

常
じょう

的
てき

なやりとりで成
な

り立
た

っていて、東
とう

京
きょう

で生
せい

活
かつ

している大
だい

学
がく

生
せい

が話
はな

している話
わ

題
だい

、話
はな

し方
かた

のモデルとしています。
　ウェブサイト「ドラマチック日

に
本
ほん

語
ご

コミュニケーション」http://
dramaticnihongo.com/には、「第

だい
３部

ぶ
 日

に
本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のためのシナ
リオ」にあるシナリオとことばや文

ぶん
化
か

的
てき

項
こう

目
もく

についての説
せつ

明
めい

の英
えい

訳
やく

、また、そのシナリオで実
じっ

際
さい

に演
えん

じている映
えい

像
ぞう

の一
いち

部
ぶ

が提
てい

供
きょう

さ
れています。このサイトの愛

あい
称
しょう

は「ドラジャパ」。この愛
あい

称
しょう

の意
い

味
み

を知
し

りたい方
かた

は、サイトをご覧
らん

ください。

　タイトルから「演
えん

劇
げき

＝日
に

本
ほん

語
ご

で芝
しば

居
い

をする」と思
おも

った方
かた

の中
なか

に
は、「私

わたし
の担

たん
当
とう

している授
じゅ

業
ぎょう

は初
しょ

級
きゅう

だからとうてい無
む

理
り

」と感
かん

じた
方
かた

もいるかもしれませんが、本
ほん

書
しょ

は、3部
ぶ

構
こう

成
せい

で日
に

本
ほん

語
ご

による口
こう

頭
とう

コミュニケーション能
のう

力
りょく

を伸
の

ばすための、演
えん

劇
げき

的
てき

アプローチの
有
ゆう

効
こう

性
せい

を理
り

論
ろん

的
てき

に述
の

べるとともに、初
しょ

級
きゅう

からでも取
と

り組
く

める具
ぐ

体
たい

的
てき

な活
かつ

動
どう

案
あん

を紹
しょう

介
かい

しています。

▽第
だい
１部

ぶ
「理

り
論
ろん
編
へん
」では

　口
こう

頭
とう

コミュニケーション能
のう

力
りょく

を伸
の

ばす上
うえ

での演
えん

劇
げき

的
てき

アプローチ
について編

へん
者
じゃ

4人
にん

が語
かた

っています。演
えん

劇
げき

的
てき

なアプローチとは、演
えん

劇
げき

などで俳
はい

優
ゆう

や演
えん

出
しゅつ

家
か

が行
おこな

っている稽
けい

古
こ

の進
すす

め方
かた

や、稽
けい

古
こ

などの
中
なか

に取
と

り入
い

れている様
さまざ々ま

な活
かつ

動
どう

を語
ご

学
がく

教
きょう

育
いく

に取
と

り入
い

れようという
試
こころ

みであると書
か

かれています。そして、日
にち

常
じょう

でのコミュニケーシ
ョンと演

えん
劇
げき

・ドラマの共
きょう

通
つう

性
せい

として、1)具
ぐ

体
たい

的
てき

な場
ば

の共
きょう

有
ゆう

、2)総
そう

合
ごう

的
てき

、3)身
しん

体
たい

的
てき

、4)現
げん

在
ざい

進
しん

行
こう

形
けい

の4点
てん

を挙
あ

げています。「会
かい

話
わ

文
ぶん

を実
じっ

際
さい

の会
かい

話
わ

に近
ちか

づける」音
おん

声
せい

教
きょう

育
いく

、文
ぶん

脈
みゃく

の中
なか

にある学
がく

習
しゅう

項
こう

目
もく

の
意
い

味
み

や機
き

能
のう

を学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が演
えん

じることで見
み

つけ出
だ

す過
か

程
てい

を支
し

援
えん

する指
し

導
どう

など、演
えん

劇
げき

的
てき

アプローチを具
ぐ

体
たい

的
てき

にイメージできるように説
せつ

明
めい

しています。

▽第
だい
２部

ぶ
「実

じっ
践
せん
編
へん
」で

　紹
しょう

介
かい

されている活
かつ

動
どう

で学
がく

習
しゅう

させようとしているのは、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

でのコミュニケーションで何
なに

か言
い

いたいことがあってそれを相
あい

手
て

に伝
つた

えられるようにするだけではなく、相
あい

手
て

とコミュニケーション
をとることそのものが目

もく
的
てき

になるコミュニケーション（何
なに

気
げ

ない
おしゃべりなど）もできるようになることです。
　自

じ
分
ぶん

が発
はつ

言
げん

するタイミングをつかむ練
れん

習
しゅう

、学
がく

習
しゅう

する文
ぶん

法
ぽう

事
じ

項
こう

が
どのように使

つか
われるかを体

たい
験
けん

できる活
かつ

動
どう

、市
し

販
はん

の教
きょう

科
か

書
しょ

の会
かい

話
わ

文
ぶん

を利
り

用
よう

したスキット練
れん

習
しゅう

などは、今
いま

までの話
はな

す授
じゅ

業
ぎょう

を見
み

直
なお

すきっ
かけになるでしょう。

コミュニケーション能
のう

力
りょく

を伸
の

ばす授
じゅ

業
ぎょう

を再
さい

考
こう

させてくれる一
いっ

冊
さつ

『ドラマチック　日
に

本
ほん

語
ご

コミュニケーション
　「演

えん
劇

げき
で学

まな
ぶ日

に
本

ほん
語

ご
」リソースブック』

編
へん

著
ちょ

者
しゃ

：野
の

呂
ろ

博
ひろ

子
こ

・平
ひら

田
た

オリザ・川
かわ

口
ぐち

義
よし

一
かず

・橋
はし

本
もと

慎
しん

吾
ご

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

：ココ出
しゅっ

版
ぱん

ＵＲＬ：　http://www.cocopb.com/　　　　発
はっ

行
こう

年
ねん

月
げつ

：2012 年
ねん

3 月
がつ

ISBN：978-4-904595-19-0 　　判
はん

型
けい

・頁
ページ

数
すう

：A5 判　272 頁
ページ

 　定
てい

価
か

：2,000 円
えん

（税
ぜい

込
こ

み）　

本
ほん
ばこ －新

し ん
刊

か ん
教
きょう
材

ざ い
・図

と
書

し ょ
紹
しょう
介

か い
－

2012 年 12 月

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：坪
つぼ

山
やま

　由
ゆ

美
み

子
こ

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

なお、本
ほん

書
しょ

の出
しゅっ

版
ぱん

にあたっては、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

トロント日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

センターおよびカナダ連
れん

邦
ぽう

政
せい

府
ふ

人
じん

文
ぶん

社
しゃ

会
かい

研
けん

究
きゅう

助
じょ

成
せい

プログラム(Social Sciences and 

Humanities Research Council)が出
しゅっ

版
ぱん

助
じょ

成
せい

を行
おこな

いました。
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文
ぶん

型
けい

や語
ご

法
ほう

の習
しゅう

得
とく

に重
じゅう

点
てん

をおいた読
どっ

解
かい

を離
はな

れ、目
もく

的
てき

（知
ち

的
てき

理
り

解
かい

、
内
ない

容
よう

重
じゅう

視
し

、味
み

読
どく

、精
せい

読
どく

、エクステンシブ・リーディング（extensive 
reading））を重

じゅう
視
し

した「読
よ

み」、あるいは、「読
よ

み」から「話
はな

す」「書
か

く」
などの「産

さん
出
しゅつ

」をめざす授
じゅ

業
ぎょう

のためのリソースとしても活
かつ

用
よう

できる可
か

能
のう

性
せい

をもっています。
　また、教

きょう
室
しつ

を離
はな

れての自
じ

立
りつ

的
てき

なグループ学
がく

習
しゅう

で使
し

用
よう

することもでき
るでしょう。

　本
ほん

書
しょ

は、日
に

本
ほん

語
ご

力
りょく

を伸
の

ばしたいと思
おも

っている高
こう

校
こう

生
せい

、大
だい

学
がく

生
せい

、留
りゅう

学
がく

生
せい

が、新
しん

書
しょ

を読
よ

むことを通
つう

じて、読
よ

む楽
たの

しさや知
ち

的
てき

発
はっ

見
けん

の喜
よろこ

びを
味
あじ

わいながら学
まな

ぶことをめざしています。そして、この本
ほん

をきっかけに、
さらに新

しん
書
しょ

によって読
どく

書
しょ

の世
せ

界
かい

を広
ひろ

げる機
き

会
かい

が与
あた

えられるようになっ
ています。
　新

しん
書
しょ

は、文
ぶん

庫
こ

本
ぼん

と並
なら

んで、（日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

では）比
ひ

較
かく

的
てき

かんたんに手
て

に
入
はい

る本
ほん

です。古
こ

典
てん

を中
ちゅう

心
しん

として文
ぶん

学
がく

作
さく

品
ひん

を多
おお

くあつかう文
ぶん

庫
こ

と対
たい

照
しょう

的
てき

に、新
しん

書
しょ

は「現
げん

代
だい

的
てき

教
きょう

養
よう

」と「新
あたら

しい学
がく

問
もん

への入
にゅう

門
もん

」を特
とく

徴
ちょう

とします。
また、専

せん
門
もん

書
しょ

に比
くら

べて、分
ぶん

量
りょう

も少
すく

なく、やさしく書
か

かれているので、
読
よ

みやすいです。そのため、新
しん

書
しょ

をきっかけに関
かん

心
しん

を広
ひろ

げ、知
ち

識
しき

を深
ふか

めていくことも可
か

能
のう

なので、教
きょう

室
しつ

で取
と

り上
あ

げるには最
さい

適
てき

でしょう。
　この本

ほん
では、「日

に
本
ほん

の社
しゃ

会
かい

のさまざまな側
そく

面
めん

」や「学
がく

問
もん

の世
せ

界
かい

の新
あたら

しい課
か

題
だい

」に関
かん

して岩
いわ

波
なみ

新
しん

書
しょ

、光
こう

文
ぶん

社
しゃ

新
しん

書
しょ

、ちくま新
しん

書
しょ

、講
こう

談
だん

社
しゃ

現
げん

代
だい

新
しん

書
しょ

など12種
しゅ

類
るい

の新
しん

書
しょ

が取
と

り上
あ

げられています。

▽5つのテーマにより30冊
さつ
の新

しん
書
しょ
を紹

しょう
介
かい

　本
ほん

書
しょ

の構
こう

成
せい

は、「読
よ

むことの楽
たの

しみ」、「日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

を振
ふ

り返
かえ

る」、「日
に

本
ほん

社
しゃ

会
かい

の問
もん

題
だい

を探
さぐ

る」、「学
がく

問
もん

の世
せ

界
かい

に触
ふ

れる」、「クリティカルに読
よ

む」
という5つのテーマのもと、テーマごとに6冊

さつ
ずつの新

しん
書
しょ

が紹
しょう

介
かい

されて
います。
　各

かく
タイトルは書

しょ
名
めい

、著
ちょ

者
しゃ

紹
しょう

介
かい

、本
ほん

の紹
しょう

介
かい

に続
つづ

き、5～6ページの本
ほん

文
ぶん

（3,000～4,000字
じ

）が、注
ちゅう

とともに掲
けい

載
さい

されています。
　その後

あと
には、「考

かんが
えてみよう」というコーナーが続

つづ
き、各

かく
新
しん

書
しょ

の内
ない

容
よう

理
り

解
かい

、語
ご

彙
い

や文
ぶん

体
たい

、内
ない

容
よう

をさらに発
はっ

展
てん

させる等
とう

の問
もん

題
だい

が3問
もん

出
しゅつ

題
だい

さ
れており、巻

かん
末
まつ

には解
かい

答
とう

（一
いち

部
ぶ

）が付
ふ

されています。
　最

さい
後
ご

の「さらに読
よ

んでみよう」のコーナーでは、トピックに関
かん

連
れん

す
る新

しん
書
しょ

3冊
さつ

が紹
しょう

介
かい

されています。
　その他

た
に、「コラム」が5編

へん
掲
けい

載
さい

されていて、「本
ほん

の楽
たの

しみ方
かた

」や
「新

しん
書
しょ

の特
とく

色
しょく

」、「読
どっ

解
かい

力
りょく

を伸
の

ばすためのストラテジー」などについて
述
の

べられています。

▽本
ほん
書
しょ
の活

かつ
用
よう
法
ほう

　「『読
よ

み』の場
ば

を作
つく

る」というのが編
へん

著
ちょ

者
しゃ

の意
い

図
と

ですが、この本
ほん

は、

新
し ん

書
し ょ

を通
つ う

じて読
よ

む楽
た の

しさと知
ち

的
て き

発
は っ

見
け ん

の喜
よろこ

びを味
あ じ

わうための案
あ ん

内
な い

書
し ょ

『日
に

本
ほん

語
ご

力
りょく

をつける文
ぶん

章
しょう

読
どく

本
ほん

 知
ち

的
てき

探
たん

求
きゅう

の新
しん

書
しょ

30 冊
さつ

』
編
へん

著
ちょ

者
しゃ

：二
に

通
つう

 信
のぶ

子
こ

 , 門
かど

倉
くら

 正
まさ

美
み

 , 佐
さ

藤
とう

 広
ひろ

子
こ

 

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

：東
とう

京
きょう

大
だい

学
がく

出
しゅっ

版
ぱん

会
かい

ＵＲＬ：　http://www.utp.or.jp/　　　　発
はっ

行
こう

年
ねん

月
げつ

：2012 年
ねん

8 月
がつ

ISBN：978-4-13-082017-2 　　判
はん

型
けい

・頁
ページ

数
すう

：A5 判　260 頁
ページ

 　定
てい

価
か

：1,995 円
えん

（税
ぜい

込
こ

み）　

本
ほん
ばこ －新

し ん
刊

か ん
教
きょう
材

ざ い
・図

と
書

し ょ
紹
しょう
介

か い
－

2013 年 1 月

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：生
いく

田
た

　守
まもる

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し
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①相
あい
手
て
に正

せい
確
かく
に意

い
味
み
が伝

つた
わる。

②相
あい
手
て
に誤

ご
解
かい
を与

あた
えない。

③相
あい
手
て
に負

ふ
担
たん
をかけない。

④心
ここ

地
ち
よい読

どく
後
ご
感
かん
が残

のこ
る。

（以
い
上
じょう

、「はじめに」より）

　この4つのポイントから繰
く
り返

かえ
し文

ぶん
章
しょう

が練
ね
られていきますので、読

よ
み進

すす
む

につれ、知
し
らず知

し
らずのうちにこのポイントが身

み
に付

つ
いていくことでしょう。

▽面
おも
白
しろ
いコラムや文

ぶん
章
しょう
の悩

なや
みの索

さく
引
いん
も

　本
ほん

文
ぶん

以
い
外
がい

にある7つのコラムにも興
きょう

味
み
深
ぶか

いものがあります。特
とく

に著
ちょ

者
しゃ

が

「師
し
」と仰

あお
いだ先

せん
輩
ぱい

記
き
者
しゃ

について書
か
かれたコラムです。当

とう
時
じ
まだ若

わか
かった著

ちょ

者
しゃ
にどのように文

ぶん
章
しょう

の書
か
き方

かた
を教

おし
えてくれたか、は教

きょう
育
いく
や教

きょう
師
し
という観

かん
点
てん
か

ら見
み
るとき、大

たい
変
へん

示
し
唆
さ
に富

と
んでいると思

おも
います。

　文
ぶん

章
しょう

を書
か
く時

とき
の悩

なや
みから読

よ
む場

ば
所
しょ

を検
けん

索
さく

できる巻
かん

末
まつ

の「逆
ぎゃく

引
び
き　よくあ

る「文
ぶん

章
しょう

の悩
なや

み」を解
かい

決
けつ

」も役
やく

に立
た
ちます。例

たと
えば、今

いま
現
げん

在
ざい

筆
ひっ

者
しゃ

が悩
なや

んで

いる「オチのつけ方
かた

が分
わ
からない」という悩

なや
みを引

ひ
いてみると、「コツ」は

「気
き
張
ば
らず、すっと力

ちから
を抜

ぬ
いて言

い
い終

お
える」と書

か
いてあります。それではこ

の辺
へん
ですっと力

ちから
を抜

ぬ
いて結

むす
びます。今

こん
月
げつ
の「本

ほん
ばこ」はこれで終

お
わりです。

文
ぶ ん
章
しょう

を書
か
く「コツ」を考

かんが
える「道

ど う
場
じょう

」

『「伝
つた

わる文
ぶん

章
しょう

」が書
か

ける
　作

さく
文

ぶん
の技

ぎ
術
じゅつ

　－名
めい

文
ぶん

記
き

者
しゃ

が教
おし

える 65 のコツ』
編
へん

著
ちょ

者
しゃ

：外
そと

岡
おか

 秀
ひで

俊
とし

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

：朝
あさ

日
ひ

新
しん

聞
ぶん

出
しゅっ

版
ぱん

ＵＲＬ：　http://publications.asahi.com/　　　　発
はっ

行
こう

年
ねん

月
げつ

：2012 年
ねん

10 月
がつ

ISBN：978-4023311251 　　判
はん

型
けい

・頁
ページ

数
すう

：A5 判　256 頁
ページ

 　定
てい

価
か

：1,365 円
えん

（税
ぜい

込
こ

み）　

本
ほん
ばこ －新

し ん
刊

か ん
教
きょう
材

ざ い
・図

と
書

し ょ
紹
しょう
介

か い
－

2013 年 2 月

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：白
しら

井
い

　桂
けい

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

　まとまった文
ぶん

章
しょう

を書
か
くことは、たとえ母

ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
でも簡

かん
単
たん
ではありません。

今
いま
こうして書

か
いていても、構

こう
想
そう
から執

しっ
筆
ぴつ
までかなり時

じ
間
かん
がかかります。やっ

と書
か
き上

あ
げても編

へん
集
しゅう

担
たん
当
とう
者
しゃ
から「これでは読

どく
者
しゃ
に伝

つた
わらない」、「ここに点

てん
を

打
う
ったほうがいい」などと言

い
われ、何

なん
回
かい
も書

か
き直

なお
しをさせられます。日

に
本
ほん

人
じん

でもこうなのですから、日
に
本
ほん

語
ご
を母

ぼ
語
ご
としない方

かた
にとって、日

に
本
ほん

語
ご
での作

さく
文
ぶん

は大
たい

変
へん
骨
ほね
の折

お
れる作

さ
業
ぎょう

だと思
おも
います。

▽新
しん
聞
ぶん
記
き
者
しゃ
としての経

けい
験
けん

　著
ちょ

者
しゃ

は元
もと

新
しん

聞
ぶん

記
き
者
しゃ

で、たくさんの記
き
事
じ
や文

ぶん
章
しょう

を書
か
き、デスク（社

しゃ
内
ない
にい

て記
き
者
しゃ
の書

か
いた記

き
事
じ
を読

よ
みやすい文

ぶん
章
しょう

にする人
ひと
）に文

ぶん
章
しょう

を直
なお
され続

つづ
けました。

そうした経
けい

験
けん

を通
つう
じて掴

つか
んだ「伝

つた
わる文

ぶん
章
しょう

」の「コツ」を一
いっ

般
ぱん

の読
どく

者
しゃ
と共

きょう

有
ゆう
しよう、というのがこの本

ほん
のねらいです。

▽投
とう
稿
こう
記
き
事
じ
を直

なお
しながら考

かんが
える「コツ」

　一
いっ
般
ぱん
の人

ひと
から寄

よ
せられた文

ぶん
章
しょう

を著
ちょ

者
しゃ
がこう直

なお
したらどうかと提

てい
案
あん
（「添

てん
削
さく
」）

する中
なか
で、「コツ」が紹

しょう
介
かい
されていきます。

　例
たと
えば、

投
とう

稿
こう

文
ぶん

　しかし、ご遺
い
体
たい
は、ご遺

い
族
ぞく
の元

もと
へは、返

かえ
されなかった。

添
てん
削
さく
文
ぶん

　しかし、ご遺
い
体
たい
は、遺

い
族
ぞく
の元

もと
へは、返

かえ
されなかった。

　そして、続
つづ
けてこう書

か
いてあります。

　「敬
けい

語
ご
や謙

けん
譲
じょう

語
ご
をどう使

つか
ったらよいのか、迷

まよ
う方

かた
は多

おお
いでしょう。私

わたし
は

「敬
けい
語
ご
は一
いち
文
ぶん
で一

いっ
回
かい
使
つか
えばいい」と考

かんが
えています。また、直

ちょく
接
せつ
「敬

けい
語
ご
」を使

つか

わなくても、「敬
けい

意
い
」さえあれば、その気

き
持
も
ちは文

ぶん
面
めん

にも自
おの
ずとにじむと思

おも

います。」（本
ほん

文
ぶん
137ページ）

　言
い
うなれば、一

いっ
般
ぱん
の日

に
本
ほん

人
じん
と著

ちょ
者
しゃ
との「文

ぶん
章
しょう

道
どう

場
じょう

」のようなものです。

▽「いい文
ぶん
章
しょう
」とは

　では「いい文
ぶん

章
しょう

」とは一
いっ

体
たい

何
なん

なのでしょうか。著
ちょ

者
しゃ
は、以

い
下
か
の4つを兼

か
ね

備
そな
えた文

ぶん
章
しょう

だとしています。


